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開発の背景
建設需要増大

社会資本や工場施設の老朽化＝インフラ再生

東北、熊本の震災復興＝国土強靭化

２０２０年東京オリンピック

→「耐久性のある良い品質のコンクリート構造物」

労働人口減少
急速にすすむ少子高齢化 ＝労働力人口減少

若者の建設離れ（３K）＝ 担い手不足

働き方改革（社会の要請）

→ 「生産性向上」が喫緊の課題

ICTの目覚ましい発展
タブレットPC、スマホなど携帯端末

インターネット、Wifi

クラウドサーバー、Webサーバー

 3Ｄ-CAD、CIM/BIM、i-Construction AI、IoT

一方



コンクリート生産性向上
コンクリート生産性向上検討会

■ 現場打ちコンクリート施工の効率化

■

■

■ PCa



による

品質向上と生産性向上

-CIM®/Concrete





出荷担当者

出荷伝票

【生コン工場】

工事担当者

【打設箇所】

練混ぜ 出荷 運搬

【受入箇所】

出荷伝票
（デリバリ担当）

試験 荷卸

管理
分界点

受入 打込み

＜製造管理＞ ＜施工管理＞

＜連続管理＞

受入担当者

理想



生コンとは？

コンクリート橋脚

水和反応
流動性低下

大間のクロマグロ

であればあるほど

が打設できます。



時間情報

・工事名称、打設箇所、打設日
・車番、積載重量（体積）
・配合（種別、呼称、重量）
・出荷時刻（＝練混ぜ開始時刻）
・現着時刻

生コン出荷情報

・荷卸開始時刻＝打込み開始時刻
・荷卸完了時刻＝打込み完了時刻
・締固め時間
・打ち重ね時間
・脱型時間、養生時間（日数）

環境情報

・外気温
（日平均気温）
・養生温度
・湿度

伝票
（紙）

野帳
（紙）【経過時間】

（コンクリート標準仕方書）
・外気温25 ℃超 ：90分以内
・外気温25 ℃以下：120分以内

練混ぜ開始～
打込み完了



コンクリート受入箇所

コンクリート打設箇所

事務所

電話で
「打設状況」確認・把握

生コン工場

生コン伝票
発行

生コン伝票
確認、野帳に記録

生コン工場
出荷担当者

受入担当者
orデリバリー

工事担当者

【打設記録帳票・
管理図を作成】

【運搬】

「品質試験」

【打設後】

生コン伝票
整理、打込み



コンクリート打設の課題（１）

出荷状況が見えない

出荷状況 運搬状況

出荷管理は電話連絡のみに依存

打設情報は紙（伝票・野帳）のみ

受入れ担当
工事担当

生コン工場
出荷担当



品質試験結果は立会者のみ

打設記録帳票作成は､打設終了後に…

打設記録・品質記録の管理

コンクリート打設の課題（２）

生コン伝票
整理、打込み
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特許出願済



・工事名称、打設箇所、打設日
・車番、積載重量（体積）
・配合（種別、呼称、重量）
・出荷時刻（＝練混ぜ開始時刻）
・現着時刻

・荷卸開始時刻＝打込み開始時刻
・荷卸完了時刻＝打込み完了時刻
・締固め時間
・打ち重ね時間
・脱型時間、養生時間（日数）

・外気温
（日平均気温）
・養生温度
・湿度

時間情報生コン出荷情報 環境情報

【経過時間】
（コンクリート標準仕方書）
・外気温25 ℃超 ：90分以内
・外気温25 ℃以下：120分以内

生コンの「伝票と野帳」の「紙」情報を「電子化」、

インターネット上で「見える化」したシステムです。



コンクリート受入箇所

Webサーバー
-CIM

®
/Concrete

コンクリート打設箇所

事務所

ガラケー・スマホにより

「打設状況」確認・把握

無線環境
Wifiなど介して
【状況確認】

生コン工場

※生コンクリートの出荷から打設までの情報をリアルタイムに共有

生コン伝票
発行

生コン伝票
確認

無線環境
Wifiなど介して

【入力】

生コン工場
出荷担当者

受入担当者
orデリバリー

工事担当者

ネットワーク
を介して

【帳票出力】

【打設記録帳票・
管理図を出力】

【ステップ４：帳票出力】

タブレットをワンタッチし

「出荷時刻」を記録

【ステップ１:出荷時入力】

【ステップ２:受領入力】

無線環境
Wifiなど介して

【入力】

-CIM/Concrete

タブレットをタッチ
生コン車の車番や

「受領時刻」を記録

打設中

待機中

【ステップ３:打設完了入力】
タブレットをタッチし

「打設完了時刻」を記録

-CIM/Concrete

打設済

打設中「品質試験
結果」を記録

【運搬】

-CIM/Concrete

運搬中

®

特許出願済



S O N Y

T-CIM®/Concreteの携帯端末（例）

タブレット端末
スマホ

ガラケー



出荷担当者による計量・出荷

計量

「計量ボタン」

生コン工場出荷制御室



2
【ワンタッチ】

3
1

1

1

0

「計量ボタン」

計量

計量



生コンクリート受入れ箇所

受入担当者による受領・打設開始登録

タイムスタンプ
（ワンタッチ）



←【運搬中】

←【打設中】

←【打設済】

←【返却】
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運用状況と進捗管理画面
打設進捗グラフ表示画面

集計表表示画面

生コン工場別 打設箇所別



管理図の例

品質試験記録と帳票/管理図出力

生コンクリートの品質試験登録画面

打設管理表の例

硬化コンクリートの圧縮強度試験記録画面



【待機時間、配車の最適管理】

【資材注文管理】

適切な時期に
適当な数量
適切な判断

関係者に
いろいろな
メリット

●T-CIM®/Concreteの効果 (1)



関係者に
いろいろな
メリット

●T-CIM®/Concreteの効果 (2)



●T-CIM®/Concreteの特長

汎用的で拡張性のあるシステム
多様な発注者、工種、打設ケースで実証、改良

多様な出力に対応

入力がシンプルなシステム

多くの関係者の意見を聞き改良

誰でもが簡単に操作できる

安価で広く展開できるシステム

通信環境と携帯端末があればOK

土木のみならず建築でも展開できる

海外での利用も可能



●今後の課題

異なる立場で活用促進

製造者と施工者で連携し

皆にメリットのある仕組みつくり（WIN・WIN）

情報共有のための整備
電子による製造、運搬、施工、維持管理情報

⇒「標準化」

社会全体で共有できるサーバー環境、運営組織



Construction Information Management


